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こ
れ
か
ら
の《
ウ
ィ
ズ・コ
ロ
ナ
》。

　

５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
が
《
５
類
》
へ
と
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
は
、
移
行
後
の
基
本
的
な
感

染
対
策
に
つ
い
て
、
個
人
や
事
業

者
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
を
基
本

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
役
立
つ

よ
う
、
手
洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生

や
換
気
が
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
示
し
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
対
応
や
患
者
の
療
養
期
間
な
ど

の
考
え
方
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
国
の
考
え
方
を

踏
ま
え
、
４
月
21
日
に
対
応
案
を

と
り
ま
と
め
、
道
民
へ
の
周
知
を

進
め
る
と
と
も
に
、
患
者
の
入
院

な
ど
の
段
階
的
移
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
、
医
療
機
関
に
働
き

か
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

自
主
的
に

感
染
か
ら
自
分
を
守
り

周
囲
を
守
る
く
ら
し
へ

厚生労働省の公表資料から抜粋

ちとせＨＥ AＤＬＩＮＥ
５
月
７
日
で
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
は
受
付
終
了
・
相
談
先
は
一
元
化
へ

◎
新
千
歳
空
港
や
一
部
の
薬
局

な
ど
で
実
施
さ
れ
て
き
た
「
北

海
道
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
無
料
化
推

進
事
業
」
が
終
了
。

◎
65
歳
未
満
の
方
で
、
感
染
に
よ

り
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
少
な
い

ほ
と
ん
ど
の
方
が
医
療
機
関
を

経
ず
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
《
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
》

の
受
付
が
終
了
。

◎
北
海
道
の
患
者
の
発
生
状
況

の
公
表
が
、
毎
日
か
ら
週
１
回

に
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
に
定
点
機
関
か
ら
の
報
告

数
を
公
表
。

北
海
道
の
対
応
の
中
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
大
き

く
影
響
す
る
主
な
も
の

基本的感染対策 今後の考え方

マスクの着用 個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることを基本。
医療機関や高齢者施設の訪問時、症状があるときなどはマスク着用を推奨。

手洗いなどの手指衛生 政府として一律に求めることはしないが、新型コロナの特徴を踏まえた
基本的な感染対策として引き続き有効。換気

「三つの密」の回避
人と人との距離の確保

政府として一律に求めることはしないが、流行期には、高齢者等重症化リ
スクの高い方は、換気の悪い場所や、混雑した場所、近接した会話を避け
ることが感染対策として有効。

QA
人
に
う
つ
す
リ
ス
ク
は

ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

は
、
鼻
や
の
ど
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の

排
出
期
間
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、 

発
症
２
日
前
か
ら
発
症
後
７
～
10
日

間
は
感
染
性
の
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
症

後
３
日
間
は
、
感
染
性
の
ウ
イ
ル
ス

の
平
均
的
な
排
出
量
が
非
常
に
多
く
、

５
日
間
経
過
後
は
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
特
に
発
症
後
５
日
間
が

他
人
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
量
は
、
発
熱

や
せ
き
な
ど
の
症
状
が
軽
快
す
る
と

と
も
に
減
少
し
ま
す
が
、
症
状
軽
快

後
も
一
定
期
間
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１１QA ２２
か
か
っ
た
ら
、
ど
の
く
ら
い

外
出
を
控
え
れ
ば
い
い
で
す
か

（
１
）
推
奨
さ
れ
る
期
間

　

特
に
発
症
後
５
日
間
が
他
人
に
感

染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
、

発
症
日
（
無
症
状
の
と
き
は
検
体
採

取
日
）
を
０
日
目
と
し
て
５
日
間
。

５
日
目
に
症
状
が
続
い
て
い
た
ら
、

熱
が
下
が
り
、
た
ん
や
の
ど
の
痛
み

な
ど
の
症
状
が
軽
快
し
て
24
時
間
程

度
が
経
過
す
る
ま
で
。
症
状
が
重
い

と
き
は
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
期
間
中
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き

で
も
、
症
状
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、 A＆

マ
ス
ク
着
用
な
ど
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。）

（
２
）
周
り
の
方
へ
の
配
慮

　

10
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
ウ

イ
ル
ス
排
出
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
、
高

齢
者
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
接
触
を

控
え
る
な
ど
、
周
り
の
方
へ
う
つ
さ

な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
発
症

後
10
日
を
過
ぎ
て
も
、せ
き
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
症
状
が
続
い
て
い
る
と
き

は
、
マ
ス
ク
着
用
や
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

QA ３３QA ４４
《
濃
厚
接
触
者
》
の
取
扱
は

ど
う
な
り
ま
す
か

　

令
和
５
年
５
月
８
日
以
降
は
、
５

類
感
染
症
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

一
般
に
保
健
所
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
の
《
濃
厚
接
触
者
》
と
し
て
特
定

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

濃
厚
接
触
者
と
し
て
法
律
上
の
外
出

自
粛
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

家
族
が
か
か
っ
た
ら
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か

　

可
能
で
あ
れ
ば
部
屋
を
分
け
、
感

染
さ
れ
た
ご
家
族
の
お
世
話
は
で
き

る
だ
け
限
ら
れ
た
方
で
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。
外
出
す
る
と
き
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
方
の
発
症

日
を
０
日
と
し
て
、
特
に
５
日
間
は

ご
自
身
の
体
調
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
７
日
目
ま
で
は
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
は
、
手
洗

い
な
ど
の
手
指
衛
生
や
換
気
等
の
基

本
的
感
染
対
策
の
ほ
か
、
不
織
布
マ

ス
ク
の
着
用
や
高
齢
者
な
ど
ハ
イ
リ

ス
ク
者
と
接
触
を
控
え
る
な
ど
の
配

慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 重症化リスクの高い方などを対象に、５月～８月に１回接種（春開始接種・オミクロン株対応２価ワクチン）
○５歳以上の全世代を対象に、９月～ 12 月に１回接種（秋開始接種・使用するワクチンは今後検討）
○生後６か月以上の乳幼児を含め、初回接種は継続（従来株ワクチン）
※令和６年度からの定期接種化を見据え、個別接種（医療機関接種）を中心とする体制へ移行。

令和４年度 　　　　　　　　令和５年度

12
歳
以
上

初回接種（１、２回目）
追
加
接
種
（
３
回
目
以
降
）

65 歳以上の高齢者

基礎疾患を有する方

医療従事者など

上記以外の方 対象外

５
～ 

11
歳

初回接種（１、２回目）

基礎疾患を有する方

上記以外の方

６か月～４歳
　　初回接種（１～３回目）

５
月
８
日
以
降
の

療
養
に
関
す
る

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」
へ
と
移
行
。
北
海
道
は
、
４
月
21
日
に
移
行
後

の
対
応
を
示
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
北
海
道
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
変

更
と
な
っ
た
も
の
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

令和５年度のワクチン接種における北海道の取組

令和５年秋開始接種令和５年春開始接種令和４年秋開始接種

従来株

従来株

従来株

従来株
使用する

ワクチンは
今後検討

令和４年秋開始接種
オミクロン株対応２価 オミクロン株対応２価

令和５年春開始接種 令和５年秋開始接種
使用する

ワクチンは
今後検討

オミクロン株対応２価に切替

ワクチン接種の北海道の相談窓口は令和５年度も継続します

北海道新型コロナウイルスワクチン接種相談センター
電話　０１２０－３０６－１５４　ＦＡＸ　０１１－７９９－０３３８
受付時間　９時から１７時３０分まで（土・日・祝日を含む）

北海道薬剤師会の運営により、ワクチンの
副反応に関する相談、副反応発生時の受診
に関するアドバイス、ワクチンの有効性・
安全性に関する情報を提供します。

８／ 31 で終了

５／７で終了

３／８～（
３
回
目
以
降
）

追
加
接
種

９月 12 月 ３月５月８日

Ｒ５. ４.21 北海道公表「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う道の対応について」から一部を抜粋

■これまでの相談機能を継続し、健康観察は終了
・健康相談センターに窓口を一元化（５月８日午前０時から）
※陽性者サポートセンターの体調急変時の相談などを統合。

・�陽性者登録センター（検査キット配布を含む）は、５月７日
で受付終了

・高齢者などの健康観察は、５月７日で終了
※療養時の体調悪化などは、健康相談センターで対応。

■�自宅療養セット・パルスオキシメーターの送付など
終了

・自宅療養セットは、５月７日で受付終了
・パルスオキシメーターは、５月６日で受付終了
・自宅療養者への診療に対応する医療機関の維持・確保
※対応可能医療機関に引き続き取組を依頼。
※対応可能医療機関数：911 機関（Ｒ５．２．１現在）

移行後の北海道の対応　～何がなくなり、どう変わったか～

■宿泊療養施設の終了（11 施設）
・ホテル業再開のため、３施設は３月 31 日で終了済
・８施設は５月８日で終了（臨時医療機能を持つ１施設を含む）

■無料検査事業の終了
・無料検査は、５月７日で受付終了

■定点把握への対応
・�道立衛生研究所（感染症情報センター）において週１回、定

点機関からの報告数を公表
※公表方法を変更：患者の発生状況（毎日→週１回）など。
※公表終了：１週間累計報（市町村毎）、集団感染事例など。

・�今後は、国が示す考え方にもとづき、季節性インフルエンザ
と同様の注意喚起を実施

■ゲノム解析の継続
・�国の通知にもとづき、引き続きゲノム解析を行い、変異株の

発生動向を把握

（４月 21 日時点）

フリーダイヤル  0120-501-507 ／ 24 時間相談窓口


